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■背景と目的

(1)ミズアブ餌による長期養殖試験

ミズアブ粉末を含む餌で1年以上の長期間の養殖を行い、通常の餌と遜色ない成長を確認。

■事業の内容

2025年の大阪・関西万博で展示される大阪ヘルスケアパビリオン・

「地球儀型アクアポニクス＊」における各種魚類の飼育に向けて、ミズアブ
を含有した餌を提供するなど、サステナブルな昆虫飼料の社会実装

に向けた取組を行っていきます。

■今後の方向性

持続的な水畜産物の生産のためには、環境に優しい国産飼料の開発が重要です。昆虫の一種

であるアメリカミズアブ（ミズアブ）は食品製造副産物などから生産できるため、持続的な供給

が可能（サステナブル）な飼料として期待できます。ミズアブが魚類養殖用飼料として利用可

能か検証するため、魚粉（通常の餌の原料）の一部をミズアブ粉末に代替した餌で魚を

飼育し、魚の成長と食味を評価しました。
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(2)ミズアブ餌を与えた養殖魚の食味試験

(1)の養殖魚について、通常の餌を与えた養殖魚と遜色ない食味を確認。

一般社団法人マリノフォーラム21が実施する養殖業成長産業化提案公募型実証事業の支援を受けて、
本研究を実施しました。
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